
第１回交通安全部会 報告

１　開催日時

　　平成23年５月31日（火）　19:00～20:20

２　会場

　　住吉公民館講堂

３　主な議題及び協議結果

　　○部会長の選出

　　　住吉小学校校長 窪委員が部会長に選出された。

　　○平成24年度から小中連携校開校までの現住吉小学校への通学路について

　　　「第１回交通安全部会における事務局提案と論点」参照・・・P.1～2

　　○現地調査の実施について

　　　「現地調査実施概要」参照・・・P.3

４　当日の配付資料

　　別紙のとおり

第２回開校準備委員会資料



（１）通学路検討の手順

　　平成24年度の小学校統合に向け、本年度は現住吉小までの小学生の通学路を中心に検討行う。
　　特に小学校統合に伴い通学環境が変わる部分について集中的に検討を行う。

　　次年度以降、新設校舎までの小・中学生の通学路について検討を行う。

（２）現住吉小までの通学路案

（３）百年橋通りの横断方法

第１回交通安全部会における事務局提案と論点

両校区西側地区において指定さ
れた通学路をつないだルート。

事務局
提　 案

両校区東側地区において指定さ
れた通学路をつないだルート。

Bルート

説　　　　明 第１回交通安全部会で出された主な意見等

歩道橋
美野島小学校前に設置されている
歩道橋。 現在通学路に指定。

○横断の手段としては一番安全であり、今後も活用する必要
　 があるが、歩道橋昇降地点における自転車との交錯防止策
　 の検討が必要。
○新設校工事期間中はガードマンによる誘導が可能である。

Cルート

福銀前
交差点

美野島3～４丁目から美野島通りを
使い通学する児童の最短ルート。
現在小学校の通学路指定無し。

○多数の児童が横断するのは時間がかかり危険。
○歩道に信号待ちの待機場所がない。
○歩行者用信号の点滅時間が短い。

現在両校区において通学路に指
定されていないルート。
（美野島通り）

第１回交通安全部会で出された主な意見等

○交通量が多く、一方通行などの交通規制が必要であるが、
　 沿線住民の合意形成等に日時を要することが見込まれる。
○一方で道路の見通しが良いため防犯面では優れており、
　 美野島３～４丁目からの最短ルートにもなることから、カラー
　 塗装等で機能補完した上で、通学路指定の検討が必要。

横断場所 説　　　　明

○現在使っている児童は少ない。
○道路幅員が狭く見通しも悪い。震災時などにおける塀の倒壊
　 等にも留意が必要。
○住吉通りまでの抜け道となっている。

Aルート

○南北方向の車両の通行は比較的少ないが、両校区接続点
 　で東西方向の車両の通行が多い。
○スーパーへの物資搬入や買い物客による車両が多い時間
　 帯がある。

 現住吉小学校までの通学路設定の考え方【再確認】

  ◇現在通い慣れた通学路を優先的に利用する。
  ◇両小学校の通学路の接続点の安全を確保する。
  ◇道路のカラー舗装化等による歩車分離を進めていく。
  ◇百年橋通りを横断する児童が増加することから、横断箇所の分散化や見守り体制の強化を
　  検討する。
  ◇「博多駅地区緊急浸水対策事業」の予定を踏まえ、通学路の設定に際し工事箇所の回避等
　  について検討する。

STEP1

STEP２
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Ａルート

Ｂルート

住吉１丁目

住吉３丁目

住吉４丁目

住吉５丁目

美野島１丁目 美野島２丁目

美野島４丁目百年橋通り横断場所

美野島小前歩道橋

住吉小

美野島小

Ｃルート

美野島３丁目

住吉２丁目

百年橋通り横断場所

福銀前交差点
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現地調査実施概要 

 
■日 時：平成 23年６月６日（月） 7:30～8:15 
■参加者：交通安全部会委員、福岡市教育委員会・博多区役所職員 等  計 16名 
■方 法： 
参加者を３グループに分け、以下の３ルート（A～Cルート）について調査を実施した。 
〔調査のポイント〕 
 ・道路（幅員、歩道等） 
 ・両校区の境界（２小学校の現行通学路の接続点） 
 ・通行中の車両・自転車・人 
 ・百年橋通りの横断   等 

■調査結果： 
現地調査の結果については、第１回交通安全部会で出された意見等を合わせて集約し、第２回

交通安全部会（７月６日開催予定）において、各ルートの課題及び対応策等について検討を行う。 
※上記検討結果については、次回以降の開校準備委員会において報告する。 
 

 

Ａルート Ｃルート

Ｂルート

＜調査ルート＞
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